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Kandlerの分類の A群型である細胞壁 (25菌種由来)は ， Stαphylococcus epidermidis , M i,_crococcus 




次に明確なアジュパント作用を示す S taphylococcus 仰向us わよび、Lαctobαcillus pl仰向rumの細
胞壁を，エンドペプチダーゼ型およびグリコシダーゼ型のペプチドグリカン加水1分解酵素を用いて逐
次処理し，酵素処理の各ステッフ。で、得た水溶性の解体産物のアジュパント作用を調べた。その結果 S.
αureus 由来のNαー (MurNAc-L -Ala-D-isoGln) -Ne- (Gly-G ly) ー L-Lys-D-Ala , (Mur NAc : Nｭ
アセチルムラミン酸)わよびL. plαntarum由来の MurNAc-L由 Ala-D-isoGln-meso-Az pm ト D-










ンに共通する構造部分である MurNAc-L-Ala-D -isoGln が，遅延型アレルギーを惹起し，抗体生産
を増強するアジュバント作用を示す最小構造単位であることが明らかになった。また構造類似体の
MurNAc-L-Ala-L -isoGln, MurNAc-L -Ala-D -Gln , MurNAc-L -Ala -D -isoAsn などは， ア









用を担う化学構造を明らかにしたものである。同様な研究は，フランスの Ledererや Chedid らによ
っても行われているが，渡部佳郎君の研究は，これらとは全く独立に行われたものであり， しかも彼
らの研究を，少なからぬ部分で抜いている D
要するにこの研究業績は，基礎と応用の両面にわたっていて結実するところがきわめて大きいと期
待されるすぐれたもので，歯学博士の学位請求に十分値するものと認める。
Aせ。。
